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(54)【発明の名称】 患者管理システム用の心不全モニタのクイックルック概要

(57)【要約】
【課題】  遠隔患者管理用の長期にわたるデータを収集
できるようにする患者管理システムを提供する。
【解決手段】  対話形患者管理システムにおいて、埋め
込み可能な血行力学モニタから得られたデータに基づい
て、患者を継続的に遠隔モニタする。ネットワークシス
テムを用いて患者を遠隔モニタし、心不全の状態を継続
的に診断し、治療する。画面に表示可能な概要は、絶え
間ない調査結果および情報を、内科医、患者、公認され
た第三者に提供する。このクイックルック概要は、患者
および内科医の要求に応えるように変更される様々なサ
イトおよびプレゼンテーションを含む。クイックルック
概要は、ユーザの関心、好み、使用パターンを理解して
、保存するインテリジェント機能も含む。患者、内科医
、および他の介護人は、モニタと一体となって、心不全
の患者の長期にわたる要求を、信頼でき、かつ経済的な
やり方で満たす。
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【特許請求の範囲】

    【請求項１】  ネットワークと協働する埋め込み可能な血行力学モニタ（Ｉ

ＨＭ）からデータを転送し、かつ、前記ネットワーク上で、内科医、患者、およ

び他のヘルスケア提供者向けに通知する、前記ＩＨＭを含む対話形システムであ

って、

  患者体内の生理的データと心臓データを記録できるＩＨＭと、

  前記ＩＨＭにダウンリンクして、前記データを検索する無線通信用のインター

フェースと、

  遠隔地に前記データを通知する手段と、

を備え、

前記ＩＨＭを埋め込んで、前記患者の血行力学的状態を継続的にモニタし、前記

インタフェースと、前記遠隔地に通知する前記手段を介して、内科医にデータを

提供する対話形システム。

    【請求項２】  前記ダウンリンクは、血圧値に関するリアルタイムのデータ

伝送を開始させるために、テレメトリ・ダウンリンク信号に基づいている請求項

１記載のシステム。

    【請求項３】  前記通知する手段は、テレメトリ・システム、ワールドワイ

ド・ウェブ、インターネット、およびイントラネットの少なくとも１つを含んで

、前記データを前記遠隔地に転送する請求項１記載のシステム。

    【請求項４】  前記遠隔地はサーバーを含む請求項１記載のシステム。

    【請求項５】  遠隔で、かつ長期にわたって患者をモニタするネットワーク

組込み形データ交換システムと通信して心不全患者をモニタするために、生理的

信号をモニタする埋め込み可能な医療装置（ＩＭＤ）であって、

  前記データ交換システムとデータを通信しているＩＭＤと、

  ＩＭＤデータを前記データ交換システムに転送する手段と、

  前記心不全患者を長期にわたってモニタするために、前記データ交換システム

から遠隔地にデータを転送する手段と、

を、前記データ交換システムと組み合わせて備える医療装置。

    【請求項６】  前記データは、肺動脈圧および心拍数に関わる血行力学に関
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する測定値を含む請求項５記載のシステム。

    【請求項７】  患者および内科医は、前記データ交換システムにアクセスで

きる請求項５記載のシステム。

    【請求項８】  前記データ交換システムは、専用パブリック・ゾーン、機密

ゾーン、およびプライベート・ゾーンを含む様々なゾーンにアクセスできるよう

にするサーチエンジンを含む請求項７記載のシステム。

    【請求項９】  ネットワークに装備された、クイックルック概要を含む心不

全モニタが、該心不全モニタからデータを転送し管理するために有するウェブブ

ラウザおよびポータル・インターフェースであって、

  患者ポータルと、

  内科医ポータルと、

  Ｍｅｄｔｏｒｏｎｉｃポータルと、

を備え、

前記患者ポータル、前記内科医ポータル、前記Ｍｅｄｔｏｒｏｎｉｃポータルは

、共有データベースを有し、セキュア・データベースおよび該セキュア・データ

ベースとデータを通信している暗号化システムをさらに含むウェブブラウザおよ

びポータル・インターフェース。

    【請求項１０】  前記患者ポータルは、前記患者に合わされたクイックルッ

ク概要を含む請求項９記載のインターフェース。

    【請求項１１】  前記クイックルック概要は、様々な患者の好みに対してカ

スタマイズできる請求項１０記載のインターフェース。

    【請求項１２】  前記内科医ポータルは、前記内科医に合わされたクイック

ルック概要を含む請求項９記載のインターフェース。

    【請求項１３】  前記クイックルック概要は、様々な内科医の好みに対して

カスタマイズできる請求項１１記載のインターフェース。

    【請求項１４】  心不全をモニタする埋め込み可能な装置から得られたデー

タに基づいて、クイックルック概要を作動させるコンピュータ実施ソフトウェア

システムであって、

  長期データを収集する手段と、



(4) 特表２００３－５２７１８６

  前記長期データが反復可能な状態にあるかどうか判定する手段と、

  データを検索する手段と、

  正常なデータと異常なデータとを識別する手段と、

  前記正常なデータまたは前記異常なデータのいずれかを表示する手段と、

を備えるソフトウェアシステム。

    【請求項１５】  前記長期データを収集する手段は、前記心不全をモニタす

る埋め込み可能な装置を、前記データを検索する手段にアップリンクする手段を

含む請求項１４記載のソフトウェアシステム。

    【請求項１６】  前記データを検索する手段は、プログラマおよび宅内モニ

タのいずれかである請求項１４記載のソフトウェアシステム。

    【請求項１７】  前記表示する手段は、対話形画面表示を含む請求項１４記

載のソフトウェアシステム。

    【請求項１８】  前記対話形画面は、情報、記録へのアクセス、コネクショ

ン、課金情報を提供するために、様々なレイヤの変更可能な画面表示を含む請求

項１７記載のソフトウェアシステム。

    【請求項１９】  前記対話形画面は、血行力学的変数の表示を含む請求項１

７記載のソフトウェアシステム。

    【請求項２０】  前記対話形画面は、頻脈誘因と徐脈誘因のいずれか、また

はそれらを組み合わせたものが検出されたかどうかの指示を含む請求項１７記載

のソフトウェアシステム。

    【請求項２１】  前記対話形画面は、前記患者用の生理的しきい値を表示す

る概要オプションを含む請求項１７記載のソフトウェアシステム。

    【請求項２２】  前記対話形画面は、指定した期間にわたって、生理的パラ

メータの動向表示を含む請求項１７記載のソフトウェアシステム。
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【発明の詳細な説明】

      【０００１】

〔発明の分野〕

  本発明は、埋め込み可能な血行力学モニタ（ＩＨＭ）に関する。具体的には、

本発明は、様々な病院管理システムに接続して、ＩＨＭからのデータを、医者、

および他のデータ処理センタに転送するシステムに関する。さらに具体的には、

本発明は、臨床医およびヘルスケア職員に役立つやり方で、簡潔で、かつ信頼で

きる情報概要ビューを提供して、患者体内の心不全の状態をモニタし、判断し、

評価し、治療する心不全データ管理システムに関する。さらに、本発明は、ＩＨ

Ｓから得られたデータに基づいて、長期にわたってモニタできるようにするため

に、ネットワーク、インターネット、イントラネット、およびワールドワイド・

ウェブと両立できる双方向通信システムの一システムに関する。

      【０００２】

〔発明の背景〕

  入院患者、特に重病人に関係した生命徴候を、頻繁に、かつ継続的にモニタす

る必要性は、ヘルスケアの重要な一態様である。ほとんどすべての入院患者は、

血圧、体温、脈拍数などの記録において、定期的な測定を必要とする。このよう

なモニタリングは、一般に、ヘルスケアワーカに定期的に患者を往診してもらう

こと、かつ／または、患者に接続されたか、あるいは病室に持ち込まれた専用機

器を用いて、患者の生命徴候を観察することで、実施されてきた。このようなモ

ニタリング手法は、非常に労働集約的であるために、理想的に費用効率が高いと

は言えない。

      【０００３】

  センサが、血管または心室内に位置づけられ、かつ、埋め込み可能なモニタあ

るいは治療送達装置（therapy delivery device）に接続されている、心臓モニ

タリングおよび／または治療用の非常に多くの埋め込み可能な医療装置（ＩＭＤ

）が、診断および治療に利用される。このようなシステムには、例えば、埋め込

み可能な心臓モニタ、治療配信装置、および薬剤配信装置がある。これらのシス

テムはすべて、検出する電極、および、心臓内エレクトログラム（ＥＧＭ）から
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のセンス・イベント信号を記録し、かつ／または導き出すセンスアンプを含む。

治療を行う現在の心臓ＩＭＤでは、検出されたイベント信号を用いて、操作アル

ゴリズムにより、治療の送達を制御する。選択されたＥＧＭ信号セグメントや、

検出されたイベント・ヒストグラム・データなどは、テレメトリ用の内部ＲＡＭ

に格納されて、後で、外部プログラマに送られる。ＩＭＤから配信される治療に

よって管理される病状以外で、あるいは、そのような病状に加えて、生理的状態

をモニタする上記のＩＨＭに利用できる体の臓器または血管に一時的に、または

長期にわたって使用される埋め込み可能な生理的信号トランスデューサおよびセ

ンサを開発する努力も、長年にわたって続けられている。

      【０００４】

  埋め込み可能な治療装置の包括的なリストは、米国特許第５，３３０，５０５

号の多種多様な心臓生理的信号を検出する埋め込み可能なセンサといっしょに開

示されている。この特許は、参照によって、その全体が、本明細書中に援用され

ている。

      【０００５】

  一般に、ＩＨＭは、心不全、心室性頻拍、粗動、または細動に起因する場合が

ある心拍出量の変化から発生する血圧および体温の信号値を測定する。このよう

な変化は、体が血液へ酸素を供給する必要性の変化を反映する場合もある。例え

ば、加速型ＥＧＭまたはカオス型ＥＧＭと共に、心室（特に、右心室）内の血圧

の大幅な低下をモニタすることが、除細動または電気除細動のショックの自動配

信を引き起こすのに充分な細動または頻拍の指標として提案された。より最近に

なって、心臓の正常な収縮および弛緩に伴う値と、高い率の頻拍、粗動、または

細動の間に発生する値を比較することで、血圧の変化をモニタすることが提案さ

れている。

      【０００６】

  モニタされた平均血圧、すなわちモニタされたｄｐ／ｄｔを処理するいくつか

の心臓ペーシング・システムおよびアルゴリズムが提案され、ときには、それら

が、徐脈を治療するために、臨床的に用いられている。このようなシステムおよ

びアルゴリズムは、平均すなわちｄｐ／ｄｔの血圧変化を検出し、それに応答し
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て、心臓ペーシングレートを、ペーシングレートの上限と下限の間で変化させて

、心拍出量を制御する。絶対血圧信号および体温信号を導き出すＩＨＭ血圧・体

温センサの例は、本発明の譲受人に譲渡された米国特許第５，３６８，０４０号

、米国特許第５，５３５，７５２号、米国特許第５，５６４，４３４号、米国特

許第４，７９１，９３１号に開示されている。これらの特許はすべて、参照によ

って、本明細書中に援用されている。

      【０００７】

  米国特許第６，０２４，７０４号と米国特許第６，１５２，８８５号（双方と

も、参照によって、全体が、本明細書中に援用されている）に開示されているＭ

ｅｄｔｒｏｎｉｃ（登録商標）Ｃｈｒｏｎｉｃｌｅ（登録商標）のImplantable 

Hemodynamic Monitor（埋め込み可能な血行力学モニタ）（ＩＨＭ）は、上に援

用された、本発明の譲受人に譲渡された米国特許第５，５３５，７５２号と米国

特許第５，５６４，４３４号に開示されているリードおよび回路を使用して、い

くつかの間隔で、絶対血圧値を記録する。記録されたデータは、プログラマの高

周波（ＲＦ）ヘッドからのダウンリンク・テレメトリ伝送と、ＩＨＭによる統合

コマンドの受取りによって開始されるテレメトリ・セッションの間に、ＩＨＭか

らのアップリンク・テレメトリ伝送で、内科医の管理のもとに、プログラマに送

られる。したがって、米国特許第６，０２４，７０４号と米国特許第６，１５２

，８８５号により、格納および伝送用の相対心臓血圧信号値を検出する埋め込み

可能な生理的センサを用いて基準血圧信号値および絶対血圧信号値を得るために

、ＩＨＭを使用する方法が開示されている。

      【０００８】

  さらに、米国特許第６，０２４，７０４号と米国特許第６，１５２，８８５号

により、外部の較正された大気圧および／または体温センサに対して、基準血圧

および／または体温センサの較正を達成することもある。さらに、米国特許第６

，１５５，２６７号（参照によって、本明細書中に援用されている）に開示され

るように、このシステムを用いて、肺動脈の拡張期圧に関係するディジタル信号

値と、右心室から得られた一次心臓血圧信号値を組み合わせることもある。

      【０００９】
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  心不全は進行性の病気である。治療はこの病気の進行を遅らせるが、現在の技

術では治癒は得られない。現在まで利用できる最適な治療養生法は、継続的な診

断と薬剤治療を組み合わせたものである。心不全の患者が入院していると、現在

の技術では、患者が入院している間、患者をモニタする継続的な手段は提供され

ない。現在のやり方は、血圧波形を入手するために用いられる専用プログラマに

基づいている。熟練した内科医しか、現在、このデータをアップリンクすること

はできない。このデータは、このような熟練の内科医がいるときにだけ利用でき

、それゆえ、絶えず利用できるわけにはいかない。

      【００１０】

  本発明は、患者を継続的に遠隔モニタできるようにしている。これとはっきり

と対照的に、以前の心不全の管理は、たまにしか得られない正確なカテーテル法

血圧を用いて、外来で、いくつかの変数を測定することになる。なぜなら、この

ような血圧は得ることが困難であるからである。

      【００１１】

  よって、信頼できる、絶え間ない測定を、長期間にわたって行う必要がある。

さらに、遠隔患者管理システムを含め、ヘルスケアへの新興の動向により、患者

体内のＩＨＭと、内科医および他の専門家がいる遠隔センターとの間で、リアル

タイムの通信およびデータ交換を行うために、ＩＭＤ／ＩＨＭが、インターネッ

ト、ワールドワイド・ウェブ、および、それらに類するシステムを含む通信シス

テムと互換性があることが必要である。

〔発明の要約〕

  本発明は、心臓システム用の長期にわたるデータ管理に関する。具体的には、

本発明は、心不全をモニタするＩＨＭに関する。さらに広範な態様において、本

発明は、臨床診断および治療の遠隔配信を含め、遠隔患者管理用の長期にわたる

データを収集できるようにする患者管理に関する。

      【００１２】

  本発明のさらに他の態様は、臨床的に関連のある測定値を提示するユーザフレ

ンドリな画面表示可能データ管理システムを含む。本発明の他の態様は、遠隔で

患者の状態を効率的に、かつ信頼できるように評価できるようにするやり方で、
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臨床医に提示されるＩＨＭ収集データを変換および転換できるようにするソフト

ウェアシステムを提供する。

      【００１３】

  本発明はさらに、１９９９年１２月１５日に提出された「埋め込み可能な医療

装置のモニタリング方法およびそれに関するシステム（"Implantable Medical D

evices Monitoring and System Regarding Same"）」と題する同時係属中の出願

、すなわち米国出願第０９／９９２，９７８号（参照によって、全体が、本明細

書中に援用されている）に包括的に開示されているモニタリング・システムのデ

ータ整理に関する。

      【００１４】

  本発明は、とりわけ、リアルタイムで患者の医療データを利用できるように、

そのデータを、専門職員を置いている１つまたは複数のモニタリングステーショ

ンに転送できるようにする。本発明で実施されるＩＨＭ装置は、心臓血圧の測定

に関するものであるが、酸素の飽和、肺動脈の拡張期圧および収縮期圧、体温、

および関連データのような付加的な生理的信号を検出して送る他のＩＨＭ装置が

、発信装置すなわちデータソースとして利用されてもよい。リアルタイムの信号

を、ＩＨＭから様々な内科医ポータルおよび場所に転送すると、医療サービスが

非常に強化され、かつ、患者の長期にわたるモニタリングが効果的となる。

      【００１５】

  本発明の一態様において、ＩＨＭ装置は、右心室内に埋め込まれた単一の絶対

血圧センサから得られる肺血圧および右心房血圧の測定値から、患者の血行力学

的状態を判定する。これらの値は両方とも、患者の心不全の程度および範囲と相

関することが明らかになっている。ＩＨＭは、絶対血圧センサを用いて、右心室

血圧を絶えずモニタし、特定のイベントの時点で右心室血圧をマークする。

      【００１６】

  本発明の一態様は、プログラマなどのローカルデータ検索システムを用いるこ

と以外に、リアルタイムのテレメトリを通じて得られるデータを内科医が見られ

るようにする手段を提供することである。現在、内科医は、このプログラマを利

用して、ＥＧＭのトレーシングとともに、リアルタイムの血圧波を見る。本発明



(10) 特表２００３－５２７１８６

を用いて、ＩＨＭ装置は、リアルタイム信号を、テレメータでシステムに送り、

そこからプログラマまたは他の器械を介して遠隔地へ送ることができよう。

      【００１７】

  本発明の他の態様は、臨床医および患者に役に立ち、かつなじみのある概要ビ

ューに、ＩＨＭからのデータを提示することに関する。本発明のさらに他の態様

は、患者が、日常的に反復可能なデータルーチンの状態にあることを立証するた

めに、心拍数、患者の活動、および血圧のデータを含む（ただし、それらに限定

されない）データをＩＨＭに収集させるプロセスを含む。例えば、これは、患者

が、横になっているか、あるいは、時刻カウンタ、機能センサ（acivity sensor

）、姿勢センサなどの装置を使用しているときに、磁石を付けることを意味し得

る。このようなデータは、宅内モニタ、プログラマ、またはそれらに類する装置

を介して、分析用に検索され、また、このデータは、臨床医による分析のために

、あるいは、Ｍｅｄｔｒｏｎｉｃサーバーでの格納およびアーカイビング（記録

）のために、インターネット／イントラネット、ワールドワイド・ウェブ、また

は、それに類するネットワーク上に送られる。

      【００１８】

  このデータは、過去のプルアップ記録とともに収集のために処理されて、連続

した患者記録を構成する。具体的には、臨床的に関連のある測定値を、このデー

タから引き出す。これは、例えば患者が５分間横になることを含め、毎日の検査

中に測定される平均値を観測することを意味するであろう。これらの値と、偏差

または変化は、臨床規範と比較され、それらが異常である場合には、ユーザ向け

に標識が付けられる。例えば、異常なデータを識別するか、または異常なデータ

に標識を付けるために、着色および脚注の標示が用いられてもよい。患者用の正

常臨床データまたは確定された日付順データからの逸脱を識別するために、イタ

リック体、特殊フォント、さらに大きいフォント、電子メールレポート、ファッ

クス・レポートなどの他の変形形態が用いられてもよい。このような臨床規範は

、患者ごとに、臨床医が随意に修正でき、その場合、特定の患者に対しては、臨

床基準として機能する。

      【００１９】
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  本発明の他の一態様は、以前に問い合わされたデータからのデータとともに、

最も最近の日々の検査データも無制限に含むデータ表示である。前述の２つのデ

ータ間の比較値と、収集されたデータと日付順データを比較する、以前の問合せ

日付が使用される。

      【００２０】

  本発明のさらに他の一態様は、長期にわたる心不全の状態の単一ページビュー

、心不全の状態の臨床指標への生データの変換、ユーザが選択できる期間にわた

っての指標の変化の分析、臨床規範外にある変化を識別する標識および指標、患

者の臨床規範へのグラフィカル表示およびデータ管理の適合、患者が、日常的に

反復可能な状態にあるかどうか判定する手段、および、さらなるデータ分析およ

び自動化の基礎を与える自動化されたデータ分析選別を含む。

〔好適な実施形態の詳細な説明〕

  図１Ａは、上で論じられたＩＨＭなどの絶対心臓血圧センサを組み込んだ医療

装置が埋め込まれた患者を表わしている。具体的には、ＩＨＭ／ＩＭＤ１００は

、絶対血圧値を記録するために、患者の心臓１０内の絶対心臓血圧センサ１２０

に接続されている。ＩＭＤ１００は、図では患者の胸部領域内の皮下に埋め込ま

れており、そのコネクタ・モジュール１８０が、血管を通って、患者の心臓１０

の右心室に入るリード１１２に接続されている。血圧センサ１２０は、リード１

１２上で、そのリードの遠位端１３０のすぐ近くに位置づけられて、心臓１０の

絶え間ない運動に適応するために、受動的に所定の位置に固定される。このよう

な構造では、リード１１２および血圧センサ１２０は、絶対血圧を得るために、

本発明の譲受人に譲渡された米国特許第５，５６４，４３４号と米国特許第５，

５３５，７５２号（上に援用されている）に詳細に開示されている構造に一致す

る。生理的状態をモニタするＩＭＤ１００は、プログラム可能なものであり、か

つ／または、患者の皮膚を通るアップリンクおよびダウンリンクのＲＦテレメト

リ伝送を通じてデータおよびコマンドを通信する双方向テレメトリまたはＲＦテ

レメトリの使用によって、プログラマなどの外部器械が問合わせを行うことがで

きる。

      【００２１】
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  埋め込み可能な血圧モニタに関連して、一連の絶対血圧信号値は、リアルタイ

ムのデータ伝送を開始させるために、病院職員により提供される信号、例えばテ

レメトリ・ダウンリンク信号に応答して検出されるか、あるいは、定期的に検出

される。内科医、臨床医、看護婦、または他の医療専門家が、所要時刻内に記録

された患者の心臓血圧および関連エピソードの状態を判定できるように、絶対血

圧値信号を継続的に送る。内科医は、外部プログラマを利用して、ダウンリンク

・テレメトリ伝送を通じて、問合せコマンドを生成して、それをＩＭＤ１００に

送る。ＩＭＤ１００は、このコマンドを認識して、それに応答して、絶対血圧デ

ータの絶え間ないアップリンク・テレメトリ伝送を開始させる。アップリンク・

テレメトリ伝送は、ＩＭＤシステムが、さらなるコマンドを検出できなくなるま

で、続ける。

      【００２２】

  図１Ｂは、患者データを遠隔臨床医ステーションに送る場合に用いる一般的な

方式を示している。このような通信方式により、病院環境で、あるいは、宅内環

境で、患者を継続的にモニタすることができる。血圧信号は、テレメトリ・ヘッ

ド２２もしくはそれと同等な装置を介してＩＭＤから得られて、器械２４にアッ

プリンクされる。器械２４は、ＩＭＤ２０と通信するように適合されるプログラ

マまたは宅内モニタの典型である。器械２４は、無線通信２７を持続させて、デ

ータを臨床医のステーション２８に転送する。別法として、器械２４は、インタ

ーネット、エクストラネット、ワールドワイド・ウェブ、またはそれらに類する

ネットワークに代表されるネットワーク３０を介して、データを転送するように

適合される場合がある。その場合、このデータは、モデム、ケーブル、またはそ

れらと同等なデータ転送システムを介して、臨床医のステーションに転送される

。

      【００２３】

  図２は、患者および内科医にアクセスできるネットワーク３０の詳細な態様を

表わしている。この範囲内では、サーチエンジン４０により、専用パブリック・

ゾーン４４、機密ゾーン４６、およびプライベート・ゾーン４８を含む様々なゾ

ーン４２にアクセスすることができる。これらのゾーンは、プライバシおよびセ
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キュリティの要件に基づいて、相互接続されたか、あるいは隔離された様々なデ

ータ管理センタを表わしている。例えば、パブリック・ゾーン４４は、医療装置

ならびに関連医療情報およびサービスに関する一般情報を提供するために、あら

ゆる患者、内科医、および公衆がアクセスできる。これとはっきりと対照的に、

機密データベース４６とプライベート情報４８は、関係者のみに知らせる原則で

アクセスするために、厳密なセキュリティと暗号化のシステムに基づいて、患者

および臨床医がアクセスできる。

      【００２４】

  次に、図３を参照すると、患者ポータル５２、内科医ポータル５４、Ｍｅｄｔ

ｒｏｎｉｃ（ＭＤＴ）ポータル５６を表わすウェブブラウザおよびポータル・イ

ンターフェース５０が示されている。これらのポータルは、共通データベースを

、その共通データベースと相互接続された追加的なセキュア・データベース５８

および暗号化システム６０と共有している。

      【００２５】

  図４Ａは、本発明により、Ｍｅｄｔｒｏｎｉｃホームページ７０を全体的に表

わしたものである。このホームページは、パブリック・ページとプライベート／

セキュア・ページとの間に隔離されている。具体的には、内科医セクション、患

者セクション、および公衆情報セクションが示されている。内科医のセクション

は、非常に拡張可能であり、パブリック・セキュア・セクションにも、プライベ

ート・セキュア・セクションにも効力を発揮する。同様に、患者セクションは、

関連する治療および診断を含め、様々な医療装置に関する情報にかかわる。さら

に、内科医のサイトと同様に、患者のサイトは、プライベート／機密セグメント

を含む。

      【００２６】

  図４Ｂは、本発明による、クイックルック概要用の一般論理流れ図を表わして

いる。具体的には、このシステムは、ＩＭＤ１００を介して長期データを収集す

る論理ステップ８０のもとに、開始する。この長期データは、論理ステップ８２

のもとに、患者が反復可能な状態にあるかどうか判定するために、改善される（

refined）。次に、このデータは、論理ステップ８４のもとに、検索および処理
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される。その後、判定ステップ８６のもとに、これらの処理されたデータの値を

再検討して、これらの値が異常であるかどうかわかる。これらの値が異常である

ことがわかった場合には、論理ステップ８８のもとに異常な値としてこれらの値

に標識を付けて、論理ステップ９０のもとに、その結果を表示する。あるいは、

これらの値が正常であることがわかった場合には、これらの値は、論理ステップ

９０のもとに表示される。本発明の有意な態様の１つは、ＩＭＤ／ＩＨＭ１００

で収集されたデータの非常にユーザフレンドリなクイックルック概要を、内科医

、患者、および他のヘルスケア提供者に提示することである。

      【００２７】

  次に、図５Ａを参照すると、本発明により提供されたインターネット・サイト

を利用して、医者が出会う代表的な画面が示されている。具体的には、この画面

は、様々なタブを含む。それらのタブの１つは、ユーザを迎えるものである。こ

のウエルカム画面は、医者を識別し、再検討された宅内モニタリング記録がいく

つあるのか、また、検出された異常なイベントがいくつあるのかについての最新

情報を、この医者に供給する。再検討を必要とすることのある患者の数も、この

医者に知らされる。この医者には、医者の仕事に関する様々な情報も与えられ、

さらに、特定の装置および医療事情に関して業界で新たなものについても知らせ

る。この画面は、高度に対話形式のものであり、医者の過去のサイト利用行為に

基づいて、このソフトウェアは、医者の関心を理解して保存し、かつ未使用の機

能を強調表示することができる。

      【００２８】

  例えば、「Ｗｈａｔ ｉｓ Ｎｅｗ（新たなもの）」セクションでは、画面は、

ユーザの国で発売されている装置も含め、臨床研究に関する最新の情報を医者に

対話形式で提供する。「Ｌｉｎｋｓ」セクションは、関連する医療サイトへのリ

ンクを提供する。リンクのリストは、Ｍｅｄｔｒｏｎｉｃによって維持され、し

たがって、承認されたサイトだけが表示される。潜在的なリンクのリストは、ユ

ーザの関心のあるエリアにより狭められる。臨床医は、推奨されるリンクを、担

当する患者に提供することもできる。これは、患者ポータルに表示され、そのよ

うな推奨されるリンク、患者が埋め込んだ装置のタイプ、使用される地元言語、
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および、利用された前リンクのトラック記録によりカスタマイズされる。

      【００２９】

  さらに、装置の患者記録と記録データは、見て入力するために利用できる。こ

のデータは、宅内モニタ、プログラマ、エクステンダ（extender）、登録データ

ベースによって収集されたか、あるいは、臨床データベースからインポートされ

たかもしれない。ユーザは、日付、名前、ＩＤ、および状態により、自分の好み

を記載した記録ビューを準備することができる。具体的には、状態標識は、まだ

これから見られるか、あるいは、エラーのある宅内モニタリング・データに用い

られる。このような記録は、診療室内追跡検査結果、問い合わされた診断データ

の設定値および測定値、ＥＫＧ指示などのペーシング・データベースからインポ

ートされたデータ、コンプライアンスの管理を含む薬物治療、モニタリング機能

、インプラントに対する指示などの重要な生理的データ、試験結果などの患者カ

ルテの他のオンライン構成要素へのリンク、記入された注釈、エピソードの記録

および動向などの患者セッションの全体にわたって統合されたデータ、患者の人

口統計値、および患者のダイアリー記載事項を含む場合がある。

      【００３０】

  このシステムはまた、特定の患者に対して、宅内記録またはプログラマ記録を

格納するために、ポータルが用いられるかどうかに基づいて、カスタマイズされ

てもよい。患者に帰すことができる患者記録のあらゆる部分は、患者のプライベ

ート・データであることが明らかである。アクセスには、暗号化および適切な認

証を使用しなければならない。変更を記入および編集する人のアトリビューショ

ンも、システムソフトウェアによりサポートされる。

      【００３１】

  予約スケジューリングは、宅内モニタリング・セッションをスケジュールする

自動手段を提供し、それゆえ、宅内モニタリングは、臨床スケジューリング・ス

タッフにさらに負担をかけることなく、行われることになろう。内科医は、自分

の指定追跡検査間隔を入力してもよく、その場合、このシステムは、その追跡検

査日をスケジュールすることができる。患者は、臨床スタッフの援助なしに、自

分のスケジュールをカスタマイズすることができる。このようなスケジューリン
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グはまた、診療所内のスケジューリングと統合してもよく、こうすれば、医者の

予約をオンラインで行なうことができる。

      【００３２】

  支払請求書の作成が自動化される。請求明細書への必要事項の記入も自動化さ

れる。医療装置の追跡検査規格化（regiment）は、しばしば、自動的にセッショ

ン・データから決定されることがある。このデータは、臨床医の請求書作成シス

テム、あるいは、第３者の請求作成クリアリングハウスに転送される。Ｍｅｄｔ

ｒｏｎｉｃ装置の登録用紙は、ウェブで利用可能である。ウェブへの直接の入力

、または、解放されたデータ入力アプリケーションからのインポートがサポート

される。ウェブへの入力により、今日、ＰＣアプリケーションでは、高い配達費

やサポート費に直面せずに、現場代表者ではなく利用者がアクセスできるであろ

う。

      【００３３】

  臨床研究コンテンツには、臨床研究者が利用できよう。このようなコンテンツ

には、臨床データ形式、審議グループ、回報、結果報告書の入力が含まれること

もある。サイトは、ユーザが属している研究と、使用される地元言語に基づいて

、カスタマイズされる。内科医は、自分の業務データと、他の業務および業務指

針からまとめられたデータを比較することで、自分の業務を比較できる。カスタ

ム・フィルタとともに、特定の比較および要点を提供することができる。結局は

、データマイニングが提供されてもよい。これは、ＣＶビューエクストラネット

・アプリケーションの現在の機能を含み、かつこのような機能をさらに詳しく述

べる。サイトのこの部分は、比較のためにも利用できるようになる収集されたユ

ーザのデータに基づいて、カスタマイズされることもある。さらに、例えば専門

的技術の分野における他の開業医とともに、比較定義を得るユーザの業務に関す

る情報が提供されてもよい。

      【００３４】

  このサイトはまた、製品の性能をたどるレポートも含み、その参照する内科医

のタグを保存する。レポートの配布は、ウェブで利用可能な機能を通じて、大幅

に強化される。具体的には、そのコンテンツは、業務ごとに合わせられる。例え
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ば、製品の性能は、患者または内科医の身体上にあることもあるパーム装置など

のウェブ装置と統合されてもよい。同様に、レポートの精度は、データを結合す

れば、高めることができる。例えば、さらに厳密なモニタリング・レポートは、

実際の装置データの追跡および継続的なモニタリングから得られた、さらに正確

なバッテリ・プロジェクション（battery projection）を含んでもよい。

      【００３５】

  このシステムにより、遠隔で見ることができる。具体的には、ユーザは、イン

ターネット３０に接続された器械を通じて、遠隔地で患者ステーションを見るこ

とができる。プログラマ、エクステンダ、アキュート・モニタ、宅内モニタを用

いるセッションが、ウェブ・ブラウザまたはＰＣを通じて見られる。ユーザは、

ユーザが接続する権利のある利用できる器械のスイッチボードに近づくことがで

き、そのコンテンツを入手する。この接続は、まず最初にブラウザであれ、器械

であれ、いかなる順番でもサポートされる。好ましくは、このサイトは、ユーザ

がどの器械にアクセス権を持っているかを識別することで、カスタマイズされる

。必要に応じて、内科医および臨床職員に権利が譲渡される。

      【００３６】

  同様にして、患者ポータル５２用のリンクは、Ｍｃｄｔｒｏｎｉｃ装置および

それらのファミリがすでに埋め込まれた患者用のセキュア・ウェブサイトである

。このリンクは、Ｍｃｄｔｒｏｎｉｃパブリック・ウェブサイト５６では利用で

きないセキュア・アクセスを必要とするウェブ・コンテンツを含んでいる。患者

ポータル５２は、患者の装置および病気に関する情報だけを自動的に提供するパ

ーソナル化を行う。これは、高度に分散されたユーザフレンドリなウェブ体験に

対して、種々のアプリケーションを提供するために、一貫したユーザ・インター

フェースと組み合わされる。

      【００３７】

  図５Ａのウエルカム画面１５５は、さらに詳細な特徴を有する重要な情報を強

調表示する。このサイトは、患者の名前、どんな装置を患者が埋め込んでいるの

か、どんなニュースまたは新製品に関心があるのかという市場の選好、患者が何

にアクセスするかの内科医の管理、関心を理解し、かつ未使用の機能を強調表示



(18) 特表２００３－５２７１８６

する過去のポータル使用、および患者がどんな地元言語を使用するのかにより、

カスタマイズされる。

      【００３８】

  このサイトの有意な態様の１つは、宅内でモニタされる患者向けのループを閉

じる宅内モニタリング・セクションを含む。これらの患者は、セッションが成功

したか、あるいは故障点検のエラーがあるかどうかを突き止めることができる。

患者は、高レベルの結果を見ることで、安心を得ることができる。これは、臨床

医への電話呼出しの負担を減らすのは明らかである。このサイトは、宅内モニタ

リング・セッションの結果により、カスタマイズされる。患者に特有の埋め込み

装置および宅内モニタのタイプは一般に、患者担当の内科医により最終決定され

る。セキュリティのために、宅内モニタリング結果は、患者のプライベート・デ

ータと見なされてもよく、このような結果には、暗号化およびユーザ認証が必要

となろう。このサイトはまた、宅内モニタリング・セッションをスケジュールす

る自動化手段が実施される予約スケジューリングも、臨床スケジューリング・ス

タッフにさらに負担をかけることなく提供する。内科医は、自分の処方する追跡

検査間隔を入力することができる。このシステムは、これらの追跡検査日をスケ

ジュールするために高度の処理能力がある（インテリジェントである）。患者は

、臨床スタッフの援助なしに、自分のスケジュールをカスタマイズすることがで

きる。このようなスケジューリングはまた、診療所内のスケジューリングと統合

してもよく、医者の予約をオンラインですることができる。

      【００３９】

  患者ポータル５２はまた、医療日誌の記載事項を取り込むことができるダイア

リー・セクションも含む。ダイアリー画面で、あるいは潜在的に宅内モニタで、

音声または文字を取り込むことができる。入力する場所に関係なく、ダイアリー

画面は、ダイアリーのコンテンツを再検討および編集するオプションを提供する

ことになる。ダイアリーをオンラインに置くことで、全ての医療介護人は、その

ダイアリーを瞬時に利用できる。さらに、このダイアリーは、転記または転送を

必要とせず、自動入力のために、カルテの一部となる。

      【００４０】
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  患者ポータル５２での画面表示のさらに他の有意な態様は、患者ＩＤカードの

管理を含む。患者情報の取替えおよび妥当性検査の要求は、患者ポータル５２に

て自動化されている。患者はまた、永久カードの処理が進行中である間、使用す

る取替えＩＤカードもプリントアウトすることができる。さらに、患者ポータル

５２により、患者は、自分の記録に対する権利を管理することができる。具体的

には、患者は、必要であると見なせる場合があるように、自分の記録に対する管

理・アクセス権を付与する権利を有するであろう。

      【００４１】

  図５Ｂを参照すると、血行力学的変数のクイックルック概要１２５が表わされ

ている。この画面は、血行力学的変数ＲＶの血圧波に対して、１週間の動向を提

供する。例えば、引き起こされたエピソードは、頻脈、徐脈、または患者により

引き起こされたイベントのもとで、選択されることもある。例えば、頻脈で引き

起こされるイベントは、患者が頻脈で引き起こされたイベントを持つ場合に、ユ

ーザに知らせることになる。同様に、徐脈で引き起こされるイベントは、患者が

徐脈で引き起こされたイベントを持つ場合に、ユーザに知らせる。さらに、患者

で引き起こされるイベントは、患者で引き起こされたイベントを示す情報にかか

わる。

      【００４２】

  図６を参照すると、クイックルック概要画面１４０は、頻脈または徐脈の誘因

を判定するのに役立つ様々なパラメータを表わしている。頻脈誘因の通知は、患

者が頻脈で引き起こされたイベントを持つ場合に、ユーザに知らせる。頻脈で引

き起こされたイベントがある場合に、装置情報ネットワーク、例えばＩＨＭ１０

０は、電子メール、ポケベル、または他の手段によりイベントが発生したことを

、指名された人、例えば看護婦、医者、またはヘルスケア提供者に、電子的に通

知する。同様に、徐脈誘因の通知は、徐脈で引き起こされたイベントがある場合

に、急送されることになる。ＩＨＭ１００は、イベントに関して、その指名され

た人に知らせる。患者誘因の通知も、同様にして急送される。

      【００４３】

  図７を参照すると、表示画面１５０のもとで、ソフトウェアシステムは、以前
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に問い合わされた値と最近の値との比較に基づいて、比較値の分析を可能にする

。患者ポスタル５２と内科医ポスタル５４は、臨床情報を提示する様々なやり方

を提供する。具体的には、クイックルック用の心拍数の日々の最小値、ＲＶ収縮

期圧、ＲＶ拡張期圧の日々の最小値、推定肺動脈圧の日々の最小値、ＲＶ脈圧の

日々の最小値、ＲＶ ｄｐ／ｄｔの日々の最小値、範囲外の心拍数を強調表示す

ること、範囲外のＲＶ収縮期圧を強調表示すること、範囲外のＲＶ拡張期圧を強

調表示すること、範囲外のｅＰＡＤ圧を強調表示すること、範囲外のＲＶ脈圧を

強調表示すること、範囲外のＲＶ ｄｐ／ｄｔを強調表示すること、心拍数が範

囲外にあることの通知、ＲＶ収縮期圧が範囲外にあることの通知、ＲＶ拡張期圧

の通知、ｅＰＡＤ圧の通知、ＲＶ脈圧の通知、ＲＶ ｄｐ／ｄｔが範囲外にある

ことの通知、心拍数の変化を強調表示することである。具体的には、このクイッ

クルックは、検査のために選択されたファイルに入っている日々の最小値と、前

ファイルからの日々の最小値との間の、患者体内に発生した心拍数の変化を判定

して、報告する。さらに具体的には、クイックルックのセットアップ時に定義さ

れ、かつ、患者ごとに合わせられるユーザ定義のしきい値の外に、上記の差があ

るかどうか判定するために、数値の比較が行われる。このような特徴により、ユ

ーザは、実際の値あるいは割合に基づいて、差を定義することができる。ＲＶ収

縮期圧の変化を強調表示することは、検査のために選択されたファイルに入って

いる日々の最小値と、前ファイルからの日々の最小値との間の、患者体内に発生

した血圧にかかわる。

      【００４４】

  ＲＶ拡張期圧の変化を強調表示することにより、このクイックルックは、検査

のために選択されたファイルに入っている日々の最小値と、前ファイルからの日

々の最小値との間の、患者体内に発生したＲＶ拡張期圧の変化を判定して、報告

することができる。同様に、このクイックルックは、検査のために選択されたフ

ァイルに入っている日々の最小値と、前ファイルからの日々の最小値との間の、

患者体内に発生したＲＶ脈圧の変化を判定して、報告する。ＲＶ ｄｐ／ｄｔの

変化を強調表示することは、検査のために選択されたファイルに入っている日々

の最小値と、前ファイルからの日々の最小値との間の、患者体内に発生したＲＶ
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 ｄｐ／ｄｔの変化を判定して、報告することを含む。心拍数の変化が大きいこ

との通知は、設定目標よりも大きい心拍数の変化が発生したことを、指名された

人に、ＩＨＭ１００の情報ネットワークが電子的に通知できるようにすることで

、実施される。通知は、電子メール、ポケベル、およびそれらと同等の媒体によ

って、送られてもよい。

      【００４５】

  ＲＶ収縮期圧の変化が大きい、ＲＶ拡張期圧の変化が大きい、ｃＰＡＤ圧の変

化が大きい、ＲＶ脈圧の変化が大きい、さらに、ＲＶ ｄｐ／ｄｔの変化が大き

いことを同様に通知してもよい。このクイックルックにより、ユーザは、前ファ

イルのリストから選択できる。現在のファイルを比較したときのデータに対して

、特定のファイルを選択して、血行力学的値が変化したかどうか判定してもよい

。したがって、クイックルックは、この選択されたファイルからの日々の最小値

と、前ファイルの組を比較して、発生したかもしれない変化をユーザに示す。さ

らに、このクイックルックのページにより、ユーザは、選択されたファイル、選

択ファイルとしきい値との比較、および選択ファイルと前ファイルとの比較を検

査できるが、このページはまた、ユーザが、あらゆる変数に対して日々のすべて

の最小値の時間／動向のプロットを理解できるようにするために、日々の最小値

のプロットも提供する。さらに、日々の最小値のリストを利用して、選択された

ファイル、選択ファイルとしきい値との比較、および選択ファイルと前ファイル

との比較を検査し、あらゆる変数に対して日々のすべての最小値のリストを理解

してもよい。

      【００４６】

  次に、図８と図９を参照すると、動向レポート１６０と１７０が表わされてい

る。具体的には、心拍数、患者の機能、収縮期圧と拡張期圧、および、同様な心

臓／生理的パラメータが、数週間の期間にわたって収集された。排出前（pre-ej

ection）の収縮期時間間隔を含め、夜間の心拍数（＋ｄｐ／ｄｔおよび－ｄｐ／

ｄｔ）の動向レポートが表示されてもよい。再調査のために、１２ヶ月～１時間

の動向指示が選択されてもよい。

      【００４７】
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  前述の特定の実施形態は、本発明の実施を例示するものである。それゆえ、当

業者が既知であるか、あるいは本明細書中に開示される他の便法は、本発明また

は併記の特許請求の範囲から逸脱することなく使用できるものである。それゆえ

、本発明は、本発明の範囲から逸脱することなく、具体的に説明されたもの以外

にも実施できるものである。あらゆる要素に関しては、一部だけしか本明細書に

開示されていない無数の等価代替方法のいずれでも取り替えることができる。

【図面の簡単な説明】

    【図１】

  図１Ａは、本発明により、絶対心臓血圧センサとＩＨＭ装置を組み込んだ埋込

み可能な医療装置を例示した図である。

  図１Ｂは、ＩＭＤからの様々なデータ通信システムを示すブロック図である。

  図１Ｃは、ＩＭＤから遠隔ステーションへの信号伝送を示すブロック図である

。

    【図２】

  本発明が組み込まれた遠隔通信システムを示すブロック図である。

    【図３】

  本発明用のウェブ・ブラウザおよびポータル・インターフェースを表わすブロ

ック図である。

    【図４】

  図４Ａは、本発明により、データが記録される場合があるＭｅｄｔｒｏｎｉｃ

サーバーのＭｅｄｔｒｏｎｉｃホームページを示すブロック図である。

  図４Ｂは、本発明により、高レベルなクイックルック概要を表わす論理流れ図

である。

    【図５】

  図５Ａは、ウエルカム画面の代表的なサンプルを示す図である。

  図５Ｂは、代表的な血行力学的変数の表示画面を示す図である。

    【図６】

  本発明によるクイックルック概要を示す図である。

    【図７】
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  本発明によるクイックルック概要を示す図である。

    【図８】

  動向レポート用の代表的な画面を示す図である。

    【図９】

  図８に類する動向レポート用の代表的な画面を示す図である。

【図１Ａ】
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【図１Ｂ】
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【図１Ｃ】
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【図２】
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【図３】
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【図４Ａ】
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【図４Ｂ】
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【図５Ａ】



(31) 特表２００３－５２７１８６

【図５Ｂ】
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【図６】
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【図７】
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【手続補正書】特許協力条約第３４条補正の翻訳文提出書

【提出日】平成１４年７月１６日（２００２．７．１６）

【手続補正１】

【補正対象書類名】明細書

【補正対象項目名】特許請求の範囲

【補正方法】変更

【補正の内容】

【特許請求の範囲】

    【請求項１】  埋め込み可能な血行力学モニタで測定された血行力学的血圧

データなどのリアルタイムの履歴患者データを収集し、分析し、通信し、格納す

るコンピュータ実施対話形システムであって、前記患者データが共通データベー

ス（４４，４６，４８）に送られ、また、少なくとも２つの独立した動的に再構

成できるポータル（５２，５４，５６）が、前記共通データベース（４４，４６

，４８）に結合されて、前記患者データにアクセスする対話形システムであって

、

  埋め込み可能な血行力学モニタ（１００）で受け取られたデータ要求信号に応

答して、生理的患者データを測定し、直ちに、かつ継続的に前記患者データを、

本質的にリアルタイム・ベースでアップロードすることのできる埋め込み可能な

血行力学モニタ（１００）と、

  直ちに、前記患者データをリモート・データベース（４４，４６，４８）に搬

送するネットワーク手段（２２，２４）と、

  以下：

前記患者データ、以前の患者データ記録、患者データ・テレメトリ・ステータス

・メッセージ、患者データ動向プロット、前記患者データと前記以前の患者記録

との比較、強調表示された未使用のポータル機能、患者装置識別子、前記埋め込

み可能な血行力学モニタの現在の構成、現在の医療ニュース・フィールド、予約

要求メッセージ、予約確認メッセージ、医療インボイス、医療請求書作成概要、

医療ＩＤカードのプリンタ制御メッセージ、医療ＩＤカードの妥当性検査要求、

患者ダイアリー・フィールド、前記患者データの一部のクイックルック概要、患
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者データ警報メッセージ、

の１つの少なくとも一部を表示するカスタマイズ可能なグラフィカル・ユーザ・

インターフェース（図５Ａ、図５Ｂ、図６、図７、図８、図９を参照のこと）を

それぞれが有する、前記リモート・データベース（４４，４６，４８）に結合さ

れた少なくとも２つの独立した動的に再構成できるネットワーク・ポータル（５

２，５４，５６）と、

を備えることを特徴とする対話形システム。

    【請求項２】  前記患者データは、以下：

  内部心臓血圧値、酸素飽和値、肺動脈拡張期圧、肺動脈収縮期圧、心臓血液損

度値、右心房血圧値、

の少なくとも１つを含む請求項１記載の対話形システム。

    【請求項３】  前記肺収縮期圧値、前記肺拡張期圧値、右心房血圧値は、前

記患者の右心室内に埋め込まれ、かつ前記埋め込み可能な血行力学モニタに結合

された単一絶対血圧センサで得られた測定値から導き出される請求項２記載の対

話形システム。

    【請求項４】  前記リモート・データベースに相互接続されたセキュア・デ

ータベースおよび暗号化システムをさらに含む請求項２記載の対話形システム。

    【請求項５】  少なくとも前記リモート・データベースおよび前記セキュア

・データベースに結合されたネットワーク・サーチエンジンをさらに含む請求項

４記載の対話形システム。

    【請求項６】  前記患者データおよび他のネットワーク・コンテンツは、セ

キュリティ・ルールまたはプライバシ・ルールにより、少なくとも３つのゾーン

に分けられることと、前記少なくとも３つのゾーンは、パブリック・ゾーン、プ

ライベート・ゾーン、機密ゾーンを含み、かつ少なくとも３つのポータルは、前

記少なくとも３つのゾーン用の定義済みユーザアクセス許可を含む請求項１ない

し５のいずれかに記載の対話形システム。

    【請求項７】  前記少なくとも３つのポータルのうちの１つは、内科医ポー

タルであり、前記内科医ポータルは、もっとも高レベルの定義済みユーザアクセ

ス許可を有する請求項６記載の対話形システム。
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    【請求項８】  内科医ポータルのクイックルック・グリーティングページを

さらに含み、前記クイックルック・グリーティングページは、以下：

  内科医のＩＤコードまたは名前、前記リモート・データベースで受け取られた

多数の新規患者データ記録、前記多数の新規患者データ記録に入れられた多数の

特定された異常なイベント、前記内科医による手作業の再調査を必要とする多数

の患者、頻脈性不整脈で引き起こされた状態、徐脈で引き起こされた状態、患者

で引き起こされた状態、

の少なくとも１つを表示する請求項７記載の対話形システム。

    【請求項９】  以下の日々の最小値：

  心拍数、右心室収縮期圧、右心室拡張期圧、推定肺動脈圧、右心室脈圧、右心

室差圧、

の少なくとも１つを有するコンテンツのクイックルック患者状態ページをさらに

含む請求項８記載の対話形システム。

    【請求項１０】  一組の範囲内所定値を基準として決定されるように、以下

の範囲外の値：

  心拍数、右心室収縮期圧、右心室拡張期圧、推定肺動脈圧、右心室脈圧、右心

室差圧、ｅＰＡＤ圧、

の少なくとも１つを有するコンテンツのクイックルック患者状態ページをさらに

含む請求項８記載の対話形システム。

    【請求項１１】  以下：

  前記患者用の予約スケジュール、前記患者用の支払勘定概要、前記内科医用の

支払勘定概要、臨床研究データセット、前記患者用の言語選好フィールド、前記

内科医用の言語選好、前記患者用の動向概要、前記動向概要のグラフィカル・プ

ロット、前記患者用の臨床指示、前記本質的にリアルタイムの患者データが、定

義済みの反復可能なデータ・ルーチンを表わしているかどうかの指示、

を表示するために、少なくとも１つのコンテンツ・フィールドをさらに含む請求

項８記載の対話形システム。

    【請求項１２】  前記少なくとも３つのポータルの少なくとも１つは、Ｍｅ

ｄｔｒｏｎｉｃ，Ｉｎｃ．で所有されるロゴ、商品名、または商標を表示する請
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求項８ないし１１のいずれかに記載の対話形システム。

    【請求項１３】  前記本質的にリアルタイムの患者データと、以前の患者デ

ータを比較するグラフィカル表示を生成するデータ比較エンジン手段をさらに含

む請求項１２記載の対話形システム。

    【請求項１４】  前記グラフィカル表示は、前記本質的にリアルタイムの患

者データと、前記以前の患者データとの変化率または絶対差に基づいている請求

項１３記載の対話形システム。

    【請求項１５】  前記少なくとも３つのポータルのうちの１つへの表示用に

配信されたデータ逸脱警告情報メッセージをさらに含み、前記データ逸脱警告情

報メッセージは、調整可能なしきい値を超える測定値の変化に応答して、表示用

に配信され、また、前記測定値は、以下：

  心拍数、右心室収縮期圧、右心室拡張期圧、推定肺動脈圧、右心室脈圧、右心

室差圧、ｅＰＡＤ圧、

の１つである請求項１４記載の対話形システム。

    【請求項１６】  前記埋め込み可能な血行力学モニタは、前記埋め込み可能

な血行力学モニタで受け取られるデータ要求信号を受け取ってから所定の期間後

に、本質的にリアルタイム・ベースで前記患者データを継続的にアップロードす

るのを止める請求項１記載の対話形システム。

    【請求項１７】  前記埋め込み可能な血行力学モニタは、双方向に通信する

ことができ、リモート・ネットワークからダウンロードされた受け入れられる装

置プログラミングコードに応答して、前記血行力学モニタの操作パラメータを変

更するプログラミング・プロトコル・エンジンをさらに含む請求項１６記載の対

話形システム。

    【請求項１８】  表示用に配信される範囲外の値の少なくとも１つは、調整

可能にモニタ上に強調表示され、また、前記値は、以下：

  唯一の色、唯一のフォント、イタリック体のフォント、比較的に大きいフォン

ト、

の１つを用いて強調表示される請求項８記載の対話形システム。

    【請求項１９】  ネットワーク外のメッセージ交換ユーティリティをさらに
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含み、前記メッセージ交換ユーティリティは、前記範囲外の値のそれぞれに関係

したメッセージを、以下：

  前記内科医の電子メールアドレス、指名されたヘルスケア提供者の電子メール

アドレス、前記患者の電子メールアドレス、前記内科医が利用できるリモート・

ファックス機へのファックス・メッセージ、前記患者へのファックス・メッセー

ジ、前記指名されたヘルスケア提供者へのファックス・メッセージ、前記内科医

へのポケベル・メッセージ、前記指名されたヘルスケア提供者へのポケベル・メ

ッセージ、前記患者へのポケベル・メッセージ、

の少なくとも１つに提供する請求項８記載の対話形システム。

    【請求項２０】  前記対話形画面は、以下：

パーソナルコンピュータで動作するウェブ・ブラウザ、個人情報端末装置で動作

するウェブ・ブラウザ・ユーティリティ、インターネット適合携帯電話、または

無線トランシーバ、

によりアクセスでき、

  前記ネットワーク手段は、イントラネット、エクストラネット、インターネッ

ト、仮想プライベート・ネットワーク、電話回線網、衛星通信ネットワーク、光

ネットワーク、ラージ・エリア・ネットワーク、ワイド・エリア・ネットワーク

、ワイド・フィデリティ・ネットワーク、または、無線ネットワークである請求

項１記載の対話形システム。
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【国際調査報告】
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数据连续且远程地监测患者。 网络系统用于远程监视患者并连续诊断和
治疗心力衰竭情况。 屏幕上的概述为医生，患者和授权的第三方提供了
持续的发现和信息。 快速浏览的概述包括各种站点和演示文稿，这些站
点和演示文稿经过修改以满足患者和医生的需求。 “快速查看”概述还包
括一些智能功能，这些功能可以理解和存储用户的兴趣，偏好和使用模
式。 患者，医生和其他护理人员与监护仪一起工作，以可靠且经济的方
式满足心力衰竭患者的长期需求。

https://share-analytics.zhihuiya.com/view/ffa67594-f41f-4070-8269-15e97b0c27ac
https://worldwide.espacenet.com/patent/search/family/022700648/publication/JP2003527186A?q=JP2003527186A

